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 ⅰ  
はじめに 
 
 本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「接触場面
における儀礼的相互行為」(2016 年度)の 1 年の成果をまとめた．これまで刊行されてきた
「接触場面の言語管理研究」のシリーズとしては 14 冊目にあたる．  
 本報告書では論文 3 本と研究ノート１本を掲載した．本プロジェクトでは，日常的な接
触場面のなかで，これまで特に焦点を当ててはこなかったインターアクションの儀礼性を
テーマにしている．  
 アキバリ論文では，ペルシア語母語話者のコミュニケーション・スタイルに顕著な，タ
ーロフを中心とした儀礼的な相互行為が，日本語母語話者との接触場面においてどのよう
に管理されているかを論じている．インターアクションは一般にそうであるように，儀礼
的なインターアクションもまた参加者間で構築されるものであるが，分析の結果によると
場面，役割，関係性によって偏りがあることが明らかになった． 
 ミラー論文では，日本に長期で暮らす外国人 2 名を例として彼らの文化的アイデンティ
ティの二重性を論じている．日本人との通時的な接触のなかで形成されてきたアイデンテ
ィティと，具体的な個々のインターアクションのなかで表示したり表示されたりする
subjectivity のバリエーションとがあり，分析の結果，経験される subjectivity の繰り返しが
アイデンティティ形成の一因となっていることが示唆された．しかし，逆に他者から表示
される subjectivity に対してはそれまでのアイデンティティに基づいた交渉も生じるため，
アイデンティティはこの二重性において理解されなければならないことが論じられている． 
 孫論文では予備調査として日本語支援場面のフィールド調査から，支援者とのインター
アクションに対する被支援者（留学生）2 名の評価を取り上げている．評価は個別の言語
的アクティビティと実質的アクティビティに対するもの，そして支援者との全般的なコミ
ュニケーションに対するものが抽出でき，それぞれで評価が異なる場合が見られたが，そ
うした評価の多様性が複数のインタレスト（表層と深層）を元にすることで説明すること
が可能であることが示唆されている． 
 村岡論文（研究ノート）は，科研調査「言語リソースの評価からみた移動する人々の言
語レパートリー変容に関する民俗誌的研究」（基盤研究 C）の 9 名の外国人居住者のインタ
ビューから，彼らの日本語に対する自己評価が言語バイオグラフィーによって明らかにさ
れる言語管理の軌道だけでなく，それに関連する学習に対する投資，社会的ネットワーク
への参加において獲得されるアイデンティティ，とくに他者から承認されたり押しつけら
れたりするアイデンティティなどからも構築されていることを事例からまとめた． 
 本プロジェクトはこれまでと同様に言語管理研究会と連携し，研究者交流を実施してい
る．報告書の最後には 2016 年 4 月から 2017 年 3 月までの「言語管理研究会」の活動報
告と，プロジェクトのメンバーによる学外での研究活動報告を掲載した． 
 読者の皆様の変わらぬご支援，ご批判を仰ぎたい． 
 なお，本研究プロジェクト報告書からの部分的な引用に関しては，すでに著者の了解が  
得られています．  
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